
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

七
月
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る

事
業
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
四
月
十
日
（
金
）SAD

AO
 

　

　w
ith Friends

【
延
期
】

◆
四
月
十
三
日
（
月
）
ワ
ン
コ
イ

　
ン
シ
ネ
マ「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
」

　【
延
期
】

◆
四
月
二
十
五
日
（
土
）・

　

二
十
六
日
（
日
）
道
伝
え
の
日

　
茶
会
・
飾
り
物
秀
作
展【
中
止
】

◆
五
月
十
一
日
（
月
）
メ
セ
ナ
メ

　
イ
ト
シ
ア
タ
ー
「
今
日
も
嫌
が

　
ら
せ
弁
当
」【
延
期
】

◆
六
月
六
日
（
土
）・
七
日
（
日
）

　
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム2020

　【
中
止
】

◆
六
月
十
三
日
（
土
）

　

市
民
歴
史
散
歩
【
延
期
】

◆
六
月
二
十
二
日
（
月
）
ワ
ン
コ

「
岡
目
一
目
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
め
と
は
、
も
は

や
全
地
球
、
全
人
類
の
戦
争
。

先
が
見
え
ず
、
中
世
の
黒
死
病

並
み
の
恐
怖
。
闘
い
は
専
ら
鎖

国
の
守
り
一
方
で
、感
染
爆
発
、

大
流
行
、
都
市
封
鎖
、
緊
急
事

態
宣
言
、
医
療
崩
壊
…
。

　

空
港
の
検
疫
所
に
は
「
Ｑ
ｕ

ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
」
と
書
い

て
あ
る
。
語
源
は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
四
十
日
」。
中
世
ベ
ニ
ス

の
港
に
入
っ
た
外
国
か
ら
の
船

の
人
は
、
四
十
日
間
上
陸
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の

イ
タ
リ
ア
で
も
ま
た
死
者
が
多

い
。
人
を
見
た
ら
コ
ロ
ナ
と
思

え
か
。

　

病
気
と
言
え
ば
昔
、
白
川
郷

に
「
蝮
の
牙
を
踏
ん
だ
」
と
い

う
病
気
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
熱

が
出
て
斑
点
が
出
た
り
し
た
ら

し
い
。
素
人
の
推
測
で
は
、
ツ

ツ
ガ
ム
シ
病
で
は
な
い
か
と
思

う
。「
蝮
に
咬
ま
れ
た
」
と
い

う
の
と
は
違
う
。

　

今
は
ダ
ム
の
水
底
だ
が
、
落

部
と
い
う
所
の
屋
号「
権
四
郎
」

に
行
く
と
、
特
効
薬
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。
白
川
村
萩
町
の
合
掌

民
宿
「
松
兵
衛
」
の
古
老
・
脇

本
勝
吉
さ
ん
が
「
俺
も
そ
こ
へ

行
っ
て
治
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

ピ
タ
ッ
と
人
と
金
の
流
れ
が

止
ま
っ
た
こ
の
観
光
高
山
も
重

症
。
新
コ
ロ
ナ
め
の
牙
に
ピ
タ

ッ
と
効
く「
権
四
郎
の
特
効
薬
」

み
た
い
な
も
の
が
世
界
の
ど
こ

か
に
無
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

日
頃
は
、
高
山
市
文
化
協
会
の

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
当
協

会
に
お
き
ま
し
て
も
、既
に
中
止
・

延
期
を
決
定
し
た
事
業
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
、
終
息
の
予
測
が
立
た
な

い
こ
と
か
ら
、
当
協
会
の
当
面
の

事
業
に
つ
い
て
は
中
止
又
は
延
期

と
し
、
事
態
が
落
ち
着
い
て
か
ら

あ
ら
た
め
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

何
卒
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
よ

　
イ
ン
シ
ネ
マ
「
初
恋
～
お
父
さ

　
ん
チ
ビ
が
い
な
く
な
り
ま
し

　
た
」【
延
期
】

◆
六
月
二
十
五
日
（
木
）
桃
源
郷

　
寄
席
～
文
珍
登
場
～
【
延
期
】

◆
七
月
十
日（
金
）～
十
二
日（
日
）

　

日
本
板
画
院
展
高
山
巡
回
展
　

　【
中
止
】（
来
年
度
開
催
予
定
）

◆
七
月
十
七
日
（
金
）
～
十
九
日

　
（
日
）
夏
季
飾
り
物
特
別
展
【
中

　
止
】（
来
年
度
開
催
予
定
）

◆
七
月
二
十
一
日
（
火
）
ワ
ン
コ

　
イ
ン
シ
ネ
マ
「
フ
ァ
ー
ス
ト
マ

　
ン
」【
延
期
】

　

な
お
、
次
の
事
業
は
現
在
開
催

を
検
討
中
で
す
。

◆
七
月
一
日
（
水
）
演
劇
「
た
ぬ

　

き
と
狸
と
タ
ヌ
キ
」【
五
月

　
十
六
日
（
土
）
よ
り
チ
ケ
ッ
ト

　
発
売
開
始
予
定
】

　

ま
た
、
昨
年
度
延
期
と
な
っ
た

次
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
年
度

中
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
三
月
十
日（
火
）～
十
二
日（
木
）

   

文
化
協
会
設
立
七
十
周
年
記
念

　
映 

画
「
初
め
て
の
女
」
上
映
会

◆
三
月
十
五
日
（
日
）
湯
山
昭
の

　
音
楽

　

事
業
の
実
施
は
今
秋
以
降
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

新型コロナウイルス
感染拡大
防止のための
事業の

中止・延期に
ついて

5月1日の6月分申請受け付けは、閉館中のため
実施しません。閉館が解除された後、申請受け
付けを再開しますので、今しばらく待ちください。
なお、チケットの払い戻し及び施設利用取消の
返金業務は行っています。
※5月2日～6日は、ゴールデンウイーク期間のた
め窓口業務を停止します。

《市民文化会館からのお知らせ》

（一社）高山市文化協会
《定時社員総会延期のお知らせ》
5月27日に予定していた定時社員総会は、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、日程
を延期して開催することとなりました。
新たな日程は、決まり次第お知らせいたしま
す。何卒ご協力のほどお願いします。



高
山
市
民
文
化
会
館

　
　
昭
和
町
一
‐
一
八
八
‐
一

　

高
山
市
民
文
化
会
館
・
高
山
市

公
民
館
は
、
飛
騨
高
山
の
文
化
活

動
の
中
心
と
し
て
、
地
域
経
済
の

進
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
現
代

と
未
来
の
文
化
創
造
及
び
、
こ

れ
ら
を
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
、

文
化
の
香
り
高
い
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
昭
和

五
十
七
年
十
一
月
一
日
に
開
館
い

た
し
ま
し
た
。

　

大
小
ホ
ー
ル
は
興
業
な
ど
で
も

使
用
可
能
で
あ
り
、
そ
の
他
の
部

屋
も
商
業
目
的
で
な
け
れ
ば
個

人
・
団
体
・

会
社
を
問
わ

ず
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

［
利
用
施
設
］

・
大
ホ
ー
ル

　

一
二
八
〇

　

名
収
容
、　

楽
屋
五
室
収
容
、
リ

　

ハ
ー
サ
ル
室

・
小
ホ
ー
ル　

四
〇
〇
名
、
楽

　

屋
二
室

・
音
楽
室　

二
室

・
会
議
室　

大
一
室
、
中
四
室
、

　

小
七
室

・
展
示
室

・
美
術
工
芸
室

・
講
堂　

二
七
〇
名
収
容

・
和
室　

大
・
小
各
一
室

・
調
理
室

・
貴
賓
室

［
使
用
時
間
及
び
期
間
］

◇
大
・
小
ホ
ー
ル
の
場
合

・
午
前　

九
時
～
十
二
時

・
午
後　

一
時
～
四
時

・
夜
間　

五
時
～
九
時

◇
そ
の
他
の
施
設

・
午
前　

九
時
～
十
二
時

・
午
後　

一
時
～
五
時

・
夜
間　

六
時
半
～
九
時
半

　

各
時
間
帯
を
ま
た
い
で
の
使
用

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
延
長
料
金

を
支
払
う
こ
と
で
各
時
間
帯
間
の

延
長
利
用
が
可
能
で
す
。
※
夜
間

の
延
長
は
出
来
ま
せ
ん
。

◇
使
用
期
間　

展
示
会
の
場
合
は

連
続
六
日
間
、
そ
れ
以
外
の
施
設

（
ホ
ー
ル
を
含
む
）
は
、
連
続
三

日
間
の
利
用
が
可
能
で
す
。

［
使
用
申
請
手
続
］

　

使
用
申
請
は
、
文
化
会
館
一
階

の
事
務
所
に
て
行
い
ま
す
。

　

施
設
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
現
金
で
使

用
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。

　

使
用
申
請
の
際
は
、
使
用
内
容

に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
の
で
き

る
方
が
ご
来
館
下
さ
い
。
※
内
容

に
よ
っ
て
は
許
可
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
申
請
期
間
は
、
ホ
ー
ル
と

そ
の
他
の
部
屋
で
次
の
よ
う
に
異

な
り
ま
す

◇
大
・
小
ホ
ー
ル　

使
用
開
始
日

一
年
前
の
同
月
同
日
か
ら
十
五

日
前
ま
で

◇
そ
の
他
の
施
設　

使
用
開
始
日

前
月
初
日
～
三
日
前
ま
で
（
展
示

会
は
使
用
日
の
六
ヶ
月
前
の
同
日

か
ら
）

◇
申
請
受
付
時
間	

午
前
八
時

半
～
午
後
八
時
（
た
だ
し
休
館
日

を
除
く
）

◇
商
用
利
用
目
的
の
場
合　

制
限

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
利
用
当
日
］

　

使
用
開
始
時
間
の
十
分
前
よ

り
、
文
化
会
館
一
階
窓
口
に
て
鍵

を
お
渡
し
し
ま
す
。
ホ
ー
ル
利
用

の
際
は
、
使
用
開
始
時
間
に
ホ

ー
ル
担
当
者
が
入
口
を
開
錠
し
ま

す
。

　

部
屋
の
準
備
、
片
付
け
は
利
用

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
使
用
終

了
後
は
、
速
や
か
に
鍵
を
ご
返
却

く
だ
さ
い
。

［
休
館
日
］

　

第
一
、三
、五
月
曜
日
及
び
祝
日

の
翌
日
、
年
末
年
始
。
但
し
、
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
山
市
文
化
伝
承
館

　
　
　
　
神
明
町
三
‐
二
〇
〇

　

高
山
市
文
化
伝
承
館
は
、
城
山

の
金
森
将
監
屋
敷
跡
に
飛
騨
地
方

に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化

の
継
承
と
振
興
の
拠
点
と
し
て
、

平
成
十
七
年
四
月
に
開
館
し
ま
し

た
。

　

伝
統
文
化
を
「
学
び
」、
伝
統

文
化
に
「
親
し
み
」、
伝
統
文
化

を
「
伝
承
す
る
」
場
と
し
て
、様
々

な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
広
く

市
民
に
開
放

し
、
生
涯
学

習
の
活
動
拠

点
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

［
利
用
施
設
］

・
本
館
・
和
室　

二
十
畳

・
本
館
・
多
目
的
室　

二
十
二
畳

・
別
館
・
茶
室　

四
畳
半
台
目
、

　

水
屋
三
畳

［
使
用
時
間
］

・
午
前　

九
時
～
十
二
時

・
午
後　

一
時
～
五
時

・
夜
間　

六
時
半
～
九
時
半

　

各
時
間
帯
を
ま
た
い
で
の
使
用

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
延
長
料
金

を
支
払
う
こ
と
で
各
時
間
帯
間
の

延
長
利
用
が
可
能
で
す
。
※
夜
間

の
延
長
は
出
来
ま
せ
ん
。

［
使
用
申
請
手
続
］

　

使
用
申
請
は
、
伝
承
館
及
び
文

化
会
館
一
階
の
事
務
所
に
て
行
い

ま
す
。

　

施
設
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
現
金
で
使

用
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。

　

使
用
申
請
の
際
は
、
使
用
内
容

に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
の
で
き

る
方
が
ご
来
館
下
さ
い
。
※
内
容

に
よ
っ
て
は
許
可
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

［
休
館
日
］

　

毎
週
月
曜
日
及
び
年
末
年
始
。

［
木
も
れ
日
の
読
書
室
］

　

伝
承
館
内
に
は
、
日
本
の
名
作

文
学
の
初
版
復
刻
版
を
集
め
た
書

架
が
あ
り
、
伝
承
館
内
及
び
敷
地

内
で
あ
れ
ば
自
由
に
読
書
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

城
山
の
散
歩
の
途
中
に
、
休
憩

が
て
ら
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

国
指
定
重
要
文
化
財

「
松
本
家
住
宅
」

　
　
　
　
　
上
川
原
町
一
二
五

　

明
治
八
年
の
大
火
を
免
れ
た
貴

重
な
江
戸
時
代
の
町
家
。
当
時
の

建
物
の
特
徴
を
よ
く
残
し
、
二
階

に
は
中
庭
に
面
し
て
茶
室
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
薬
種

商
を
営
む
屋
号
「
原
三
」
の
店
舗

兼
用
住
宅
。
明
治
四
十
五
年
に
は

蝋
燭
、
練
油
、

金
貸
な
ど
も

営
ん
だ
松
本

家
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま

す
。

◇
開
館
日　

年
末
年
始
を
除
く
土

日
祝
日　

午
前
九
時
～
午
後
四

時
半

◇
入
場
無
料

 

市
指
定
文
化
財

「
宮
地
家
住
宅
」

　
　
　
　
　
大
新
町
二
‐
四
四

　

明
治
八
年
の
大
火
の
後
す
ぐ
に

立
て
ら
れ
た
高
山
の
標
準
的
な
町

家
。
軒
が
低
く
、
細
長
い
間
取
り

で
道
路
側
か
ら
主
屋
、
中
庭
、
土

蔵
と
並
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は

越
中
街
道
に
面
し
て
い
て
米
屋
、

酒
屋
な
ど
の

商
売
を
営
み

な
が
ら
農
業

も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

◇
開
館
日　

年
末
年
始
を
除
く
土

日
祝
日　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

半◇
入
場
無
料

（一社
）高
山
市
文
化
協
会
指
定
管
理
施
設
の
ご
紹
介

　全
て
の
施
設
は
、五
月
六
日

ま
で
臨
時
休
館
中
で
す
。

（
延
長
の
場
合
あ
り
）


